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平成３１(令和元)年度全国学力・学習状況調査結果を授業改善に生かすために

県北教育事務所

国語（中学校） ※ 領域別の正答率（値は県北地区）

※ 正答率の比較 【正答率から見えた成果】
○ 文章に表れているもの

正答率 H31(R1) 全国比 （短歌）の見方や考え方に
ついて自分の考えをもつ。

県北 71.7 -1.1 １三
○ 伝えたい事柄が読み手

県 72 -0.3 に分かりやすく伝わる表
現になっているか検討（推

全国 72.8 敲）する。３一

＜正答率の低かった問題＞ 例：２三

◇ 話合いの話題や方向を捉え、自分の考えをもつ（「話すこと・聞くこと」）

「話合いの話題や方向を捉えて、的確に話したり、相手の発言を注意して聞いたりして、自分の考
えをまとめること」（第１学年｢話すこと・聞くこと｣）に関連する問題です。上記の囲み(ア)「土足禁
止」の表現を「ふさわしい表現にするにはどのように直したらよいか」また、(イ)「どうするか決ま
っていないこと」は何かの二点を踏まえ、実際に話すように書くことができた生徒は５７％でした。
＜学習指導にあたって＞
ポイントは、「話合いの話題や方向を捉えて話す力」の育成です！
○ 話題や話の方向を的確に捉えて、自分の考えを話すために
・ 話合いの経過を踏まえ、必要に応じて発言内容を確認したり、話題を絞り込んだりする。

○ 伝えたい相手のことを考え、ふさわしい表現にするために
・ 伝えたい相手に応じたふさわしい言葉遣いや適切な語句を選び、自分の考えを話す。

【正答率から見えた課題】
● 話合いの話題や方向を捉えて自分の考えをもつ。（条件作文）２三
● 文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉える。（必要な情報を不足なく取り出す）１二
● 文章の構成や展開、表現の仕方について根拠を明確にして自分の考えをもつ。１一

【「ふくしまの授業スタンダード」との関連】
☆ 根拠や理由を明確にして自分の考えを話す学習活動を指導過程の中に位置付けましょう。
☆ 相手の発言に自分の考えを付け足したり、他者同士の発言を結び付けて話したりしましょう。


